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中国地域産学官コラボレーションセンター

主 要 活 動 報 告

平成２２年
 

６月
 

８日

第１０回
 

中国地域産学官コラボレーション会議
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平成２１年度
 

活動報告

１．地域イノベーションの新たな展開へ向けての取り組み

①アクションプランの総括とポストアクションプランの検討

②産学官連携に関する企業意識調査の実施

③中国地域産学官連携商品集の作成

２．新たな産業の中核となる大学発ベンチャーの創出・育成

④キャンパスベンチャーグランプリ中国の開催

３．産学官連携活動の支援

⑤中国地域産学官コラボレーションシンポジウムの開催

⑥産学官連携関連事業の継続に関する要望活動

⑦広域連携（大学間連携）の推進

⑧インテレクチャル・カフェの開催
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①アクションプランの総括とポストアクションプランの検討

産学官連携アクションプラン（Ｈ１７～２１年度）

・アクションプラン５年間における各機関による産学官連携の成果は十分

産学官連携マスタープラン（Ｈ１４～１６年度） 産学官コラボレーション会議設置
※参加機関数：７５機関（Ｈ２１年度）

⇒今後は，参加機関個々の活動から，連携組織による活動へ軸足を移し，一層の

 広域的な連携に積極的に取り組む（ポストアクションプラン）

①地域プロジェクトに貢献する産学官共同研究実用化の推進

事業化による売上高：累計【１００億円】突破，共同・受託研究の件数【２割増】・金額【４割増】

 ②新たな産業の中核となる大学発ベンチャーの創出・育成と産学共同事業の企業化

大学発ベンチャーの設立件数【５割増】，売上高【倍増】

 ③イノベーションを担う人材の育成・誘致

④地域の強みを生む知的創造サイクルの形成

特許出願公開の件数【７倍増】

 

（ロイヤリティ等収入：約１億円／年）

⑤産と学を結ぶコーディネート機能の強化と定着

 

コーディネーターの人数【約１７０名】

⑥地域を支えるイノベーションへの円滑な資金供給

 

地域ファンドの創成【３倍増２３０億円】

 ⑦産学官連携活動の強力な支援体制の整備

地域イノベーション創出共同体（４０機関）・産学官連携コンソーシアム（２０大学）の形成
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中国地域における産学官連携の促進に関する企業意識調査

【目的】

 
中国地域の企業を対象に，産学官連携への意識の現状・課題について調査

することによって，これまでの連携推進活動の有用性や課題を検証すると共に，

今後の活動の更なる促進に資する。

【実施時期】

 
平成２１年５月

【調査対象】

 
中国地域の製造業を中心とした企業

発送：１，９６８社，回答：４５７社
（有効回答率：２３．２％）

【調査項目】

 
（１）産学官連携の実績

（２）産学官連携に関する意識

（３）産学官連携に関するサイト

（４）大学・研究機関の産学官連携への

取り組みの評価

②産学官連携に関する企業意識調査の実施

調査結果を踏まえて今後の課題・方策を整理するとともに，産学官連携の関係

 機関に報告書を配布して広く情報を共有
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【目的】

 
マスタープラン／アクションプラン総括の一環として，産学官連携活動によって

開発・商品化された事例を取りまとめるとともに，中国地域発の産学官連携商品

を広く世間に紹介し，今後の産学官連携による地域の競争力強化に資する。

【掲載商品数】

 
合計：１６２品

（内訳）食品：４５，生活：３１，工業：４８，医薬・医療・介護：２９，その他：９

瀬戸内・山陰の知産品ガイドブック

③中国地域産学官連携商品集の作成

＜掲載商品の一例＞ ＜表紙＞
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賞 テーマ 受賞者氏名・学校名

グランプリ
（中国経済連合会会長賞）

垂れない醤油注し
徳山工業高等専門学校

森岡佑太

新技術部門

優秀賞

レーザレンジファインダによる全

自動駐車システムの開発・販売

広島市立大学大学院

位田耕基，他３名

情報通信部門

優秀賞

作曲Ｄａヴィンチ

～新作曲インターフェイス～

松江工業高等専門学校

松村元治，他４名

環境・健康・福祉部門

優秀賞

手の不自由な人のための足用

キーボード

徳山工業高等専門学校

山根健輔

特別賞
（日刊工業新聞社賞）

新感覚チョコレート・フォンデュ

専門店

 

「ｍｏｎ

 

ａｍｉ」

安田女子大学

大宮千寿江，他３名

特別賞
（中国経済産業局長賞）

エコ活動サポートＷｅｂページ
松江工業高等専門学校

島孝浩，他２名

その他

 

奨励賞：２件，佳作：３件

④キャンパスベンチャーグランプリ中国の開催

第８回
 

キャンパスベンチャーグランプリ（ＣＶＧ）中国

（垂れない醤油注し）

グランプリ受賞

【目的】

 
学生のビジネス・起業家精神を高揚し，創造性・チャレンジ精神に富む人材の

育成を図る。

【表彰】

 
１１件

 
（応募件数：１８校・８２件）



中国地域産学官コラボレーションセンター
- Chugoku Collaboration Center -

Chugoku
Collaboration
Industry-Academia-Government

Center 7

地域イノベーション創出２００９
 

ｉｎ
 

とっとり

【目的】

 
中国地域の産学官連携活動を加速することを目的に，関係機関の活動報告や

情報・意見交換を行うため，毎年１回シンポジウムを開催する。

【日時】

 
平成２１年

 
６月３０日（火）

 
～

 
７月１日（水）

【場所】

 
とりぎん文化会館

 
（鳥取市）

【参加者】

 
約４００名

【主な内容】

中国地域の産業クラスター活動事例紹介

鳥取県の産学官連携取り組み事例発表

中国地域の国立５大学による産学官連携

パネルディスカッション

中国地域産学官コラボレーション会議

中国地区高専テクノ・マーケット（併催）

～ 「ど真ん中」中国地域を元気発信地へ！～

⑤中国地域産学官コラボレーションシンポジウムの開催

（産：１６４名，学：１４７名，官：１０５名）
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⑥産学官連携関連事業の継続に関する要望活動

【目的】

 
行政刷新会議「事業仕分け」の結果，地域科学技術振興・産学官連携事業の

廃止が決定したことを受け，所管省庁に対して事業の継続を要望する。

＜対象事業＞

①産学官連携戦略展開事業

②知的クラスター創成事業及び都市エリア産学官連携促進事業等

③地域イノベーション創出総合支援事業

＜要望事項＞

・上記３事業の継続実施（予算措置への配慮）

（理由）中国地域産学官コラボレーション会議の参加機関の多くが使用する

極めて重要な支援ツールであり，これらが廃止となると，中国地域に

おける産学官連携活動に多大な影響を及ぼすことが懸念されるため

中国地域産学官コラボレーション会議（有志一同）
（合計：４７機関）

文部科学省
（文部科学副大臣・文部科学大臣政務官）
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⑦広域連携（大学間連携）の推進

「中国地域５大学連携実務者会議」の設置・開催

【目的】

 
中国地域の５国立大学法人が大学間連携を図り，広域的かつ新たな産学官

連携活動を進めることにより，教育・研究レベルの向上及び地域産業の活性化

に貢献する。

【経緯】

 
①産学官連携に関して大学間で連携していくことを５大学長が合意

～産学官連携による地域イノベーション創出シンポジウムｉｎちゅうごく（Ｈ２０．６．２）～

②連携テーマ案の紹介を行い実務者会議によって連携事業の実行を決定

～地域イノベーション創出２００９ｉｎとっとり（Ｈ２１．７．１）～

【主な内容】

・各大学の産学官連携機構長クラス，中国経済連合会，中国経済産業局をメンバー

とする「５大学実務者会議」を設置

・実務者会議を開催（第１回：Ｈ２１．１１．１７，第２回：Ｈ２２．２．５）

連携実施テーマを提案した大学が事務局となって連携事業を実施

 （テーマ）共同研究プロジェクトの実施，大都市圏・海外等における研究

 シーズ発表会，産学官連携コーディネータのネットワーク事業

 
等

＜Ｈ２２年度事業計画＞
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【県立広島大学】

【近畿大学工学部】

【広島工業大学】

【目的】

 
広島地域における大学の若手研究者と，産業界・金融機関・行政等が交流し，

新技術・新製品の開発や新事業を生み出すネットワークを形成することを目的

として，交流会「インテレクチャル・カフェ」を定期的に開催する。

【開催状況】

＜話題提供＞ ＜交流会＞ ＜シーズ展示＞

⑧インテレクチャル・カフェの開催

インテレクチャル・カフェ広島

ひろしまハイビル２１

ＮＴＴクレドホール

ひろしまハイビル２１

平成２１年

 
８月

 
５日（水）

平成２１年１０月２３日（水）

平成２２年

 
１月１３日（水）
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平成２２年度
 

活動計画

１．地域イノベーションの新たな展開へ向けての取り組み

①ポストアクションプランの策定と推進

２．新たな産業の中核となる大学発ベンチャーの創出・育成

②キャンパスベンチャーグランプリ中国の開催

３．産学官連携活動の支援

③中国地域産学官コラボレーションシンポジウムの開催

④中国地域産学官連携功労者の表彰

⑤広域連携（大学間連携）の推進

⑥インテレクチャル・カフェの開催
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①ポストアクションプランの策定と推進

産学官連携マスタープラン（Ｈ１４～１６年度）

産学官連携アクションプラン（Ｈ１７～２１年度）

・コラボレーション会議における産学官連携活動は，更なる成功事例の輩出と取り

組みの高度化を図るため，これまでのような個々の組織の活動に留まることなく，

一層の広域的な連携に積極的に取り組む。

（今後もアクションプランを参考に産学官連携活動を進めていくが，重点的に取り組むべき

テーマとして，以下のスローガンと行動指針を掲げ，参加機関相互の連携を推進する。）

【重点取り組みテーマ】

○スローガン

 
「組織を越えて連携しよう！」

○行動指針

（１）連携グループの形成・強化

（２）共用化と交流の促進

（３）発信力の強化

今後の活動方針（案）

産学官コラボレーション会議設置

※参加機関数：７５機関（Ｈ２１年度）
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第９回
 

キャンパスベンチャーグランプリ（ＣＶＧ）中国

②キャンパスベンチャーグランプリの開催

【目的】

 
学生のビジネス・起業家精神を高揚し，創造性・チャレンジ精神に富む人材の

育成を図る。

【運営体制】
＜主催＞

 
キャンパスベンチャーグランプリ（ＣＶＧ）中国実行委員会

【実行委員長】

 
福田

 
督 （中国経済連合会 会長）

＜共催＞

 
中国経済連合会，中国地域産学官コラボレーション会議，中国四国産業人
クラブ，日刊工業新聞社
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【目的】

 
中国地域の産学官連携活動を加速することを目的に，関係機関の活動報告や

情報・意見交換を行うため，毎年１回シンポジウムを開催する。

【日時】

 
平成２２年

 
６月７日（月）～８日（火）

【場所】

 
広島県民文化センター大ホール

 
（広島市）

【主な内容（予定）】

講演

基調講演

国立５大学連携パネルディスカッション

産学官連携事例発表会

中国地域産学官コラボレーション会議

中国地域産学官連携功労者表彰

③中国地域産学官コラボレーションシンポジウムの開催

地域イノベーション創出２０１０
 

ｉｎ
 

ひろしま
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【目的】

 
産学官連携活動において大きな成果を収め，また，先導的な取組を行うなど，

当該活動の推進に多大な貢献をした事例（もしくは将来期待できる事例）に関し，

その功績を表彰することにより，更なる産学官連携活動の活性化を図る。

【表彰式】

 
平成２２年６月８日（火）

※中国地域産学官コラボレーションシンポジウムの中で実施

【対象（カテゴリ）】

①企業等と大学等との共同研究・受託研究など，

又は大学等の研究成果である特許・ノウハウの

企業等への技術移転による成果の事例

②大学等の研究開発成果を活用したベンチャー

創出等の成果の事例

③産学官連携コーディネータ、および機関の活動

成果の事例

④その他、産学官連携による優れた成果の事例

第４回
 

中国地域産学官連携功労者表彰

④中国地域産学官連携功労者の表彰
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⑤広域連携（大学間連携）の推進

【目的】

 
中国地域の５国立大学法人が大学間連携を図り，広域的かつ新たな産学官

連携活動を進めることにより，教育・研究レベルの向上及び地域産業の活性化

に貢献する。

【基本方針】

＜連携事業の進め方＞

・個別の連携事業を提案した大学が事務局となって事業を実行する。

※連携事業の推進にあたっては，中国地域産学官コラボレーションセンターの

中核機関である中国経済連合会・中国経済産業局と連携する。

・平成２２年度末に実施状況の評価を行い，次年度以降の実施方針の検討・見直し

を行う。

＜連携事業のテーマ（案）＞

・共同研究プロジェクトの実施

・大都市圏，海外等における研究シーズ発表会

・産学官連携コーディネータのネットワーク事業

 
等

「中国地域５大学連携による産学官連携事業」の推進
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【目的】

 
大学の若手研究者と，産業界・金融機関・行政等が交流し，新技術・新製品の

開発や新事業を生み出すネットワークを形成することを目的に，Ｈ２０～２１年度

にかけて計６回開催してきた交流会「インテレクチャル・カフェ広島」を定例的に

開催することにより，定着化を図る。

⑥インテレクチャル・カフェの定着化

インテレクチャル・カフェ広島

＜Ｈ２０年度＞

 広島大学（霞キャンパス・東広島キャンパス），広島市立大学

 ＜Ｈ２１年度＞

 県立広島大学，近畿大学（工学部），広島工業大学

＜Ｈ２２年度＞各大学１回ずつ（計５回）開催予定
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